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目録作成で大事な事、役に立つこと

金城学院 総務部 学院資料室担当 鈴木 卓美

2016年度図書館実務担当者研修会【Ｃグループ】

2016.9.1 13：30～14：30 於：名古屋女子大学

自己紹介

１） 出身及前職

２） 図書館勤務となった経緯

３） 図書館から他部署へ

４） 退職から資料室勤務へ

５） 資料室の仕事

６） 私立大学図書館協会及東海地区協議会

での活動

本日のお話

① 図書館と資料室の類似点

② 図書館と資料室の相違点

③ オンライン目録以前

④ 整理業務におけるハードル

⑤ おわりに

図書館と資料室の類似点

１） 図書・雑誌・新聞を所蔵している

２） 資料番号が付与されている

３） 資料の保存方法は同一である

４） 展示により情報公開を行っている

５） 問い合わせに対応している

図書館と資料室の相違点①

１） 図書、雑誌、新聞、AV、マイクロ

電子資料（書籍、ジャーナル）、他

２） 収集対象が限定されていない

３） 同一資料を複数の機関が所蔵

４） 資料にタイトルがあるものが多い

５） 目録はコピーが多い

６） データ入力規則を利用している

７） 規定されたデータフォーマットを利用

１） 文書、写真（一枚もの、アルバム）

物（記念品、校旗等）、賞状、他

２） 収集対象は自機関関連

３） 単一資料が多い

４） 資料にタイトルの無いものが多い

５） 目録は殆どオリジナル

６） データ入力規則を利用していない

７） データフォーマットは自由

８） 所蔵の経緯が明確

９） 分類は標準を使用

10） 機関間の連携が進んでいる

11） 受入資料は新しい

12) 扱う文字が多い

漢字、ローマ字、ハングル、キリル

13) 資料番号（蔵書番号）がユニーク

14) なじみのある言葉が多い

図書館と資料室の相違点②

８） 所蔵の経緯が不明なものがある

９） 分類は各機関独自

10） 機関同士の連携は薄い

11) 受入資料の年代は千差万別

12) 文字は限られる

漢字の異体字、変体仮名

13) 資料番号に枝番
（注１）

を使用

14) 古い言い回し、熟語等がある

－１－
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現代の表現との違い

宛ら宛ら宛ら宛ら →→→→

只管只管只管只管 →→→→

愈々愈々愈々愈々 →→→→

恣恣恣恣 →→→→

扨扨扨扨 →→→→

蓋し蓋し蓋し蓋し →→→→

宥め賺す宥め賺す宥め賺す宥め賺す →→→→

屢々屢々屢々屢々 →→→→

固より固より固より固より →→→→

頻り頻り頻り頻り →→→→

恙なく恙なく恙なく恙なく →→→→

恰も恰も恰も恰も →→→→

恰度恰度恰度恰度 →→→→

長閑長閑長閑長閑 →→→→

突兀突兀突兀突兀

諒闇諒闇諒闇諒闇

馥郁馥郁馥郁馥郁

鼕鼕鼕鼕鼕鼕鼕鼕

銷夏銷夏銷夏銷夏

さながらさながらさながらさながら

ひたすらひたすらひたすらひたすら

いよいよいよいよいよいよいよいよ

ほしいままほしいままほしいままほしいまま

さてさてさてさて

けだしけだしけだしけだし

なだめすかすなだめすかすなだめすかすなだめすかす

しばしばしばしばしばしばしばしば

もとよりもとよりもとよりもとより

しきりしきりしきりしきり

つつがなくつつがなくつつがなくつつがなく

あたかもあたかもあたかもあたかも

ちょうどちょうどちょうどちょうど

のどかのどかのどかのどか

とっとっとっとっこつこつこつこつ

高く高く高く高く突き出るさま突き出るさま突き出るさま突き出るさま

りょうりょうりょうりょうあんあんあんあん

天皇の服する喪のうち、天皇の服する喪のうち、天皇の服する喪のうち、天皇の服する喪のうち、もっとも重もっとも重もっとも重もっとも重

いいいいものものものもの

ふくいくふくいくふくいくふくいく

よいよいよいよいかおりのいっぱいにかおりのいっぱいにかおりのいっぱいにかおりのいっぱいに漂っている漂っている漂っている漂っている

さまさまさまさま

とうとうとうとうとうとうとうとう

水水水水が波や滝となって勢いが波や滝となって勢いが波や滝となって勢いが波や滝となって勢いよく音よく音よく音よく音ををををたたたた

てるてるてるてるさまさまさまさま

しょうかしょうかしょうかしょうか

夏夏夏夏の暑さをしのぐこと。あつさよけの暑さをしのぐこと。あつさよけの暑さをしのぐこと。あつさよけの暑さをしのぐこと。あつさよけ。。。。

あつさあつさあつさあつさしのぎしのぎしのぎしのぎ

（日本国語大辞典）（日本国語大辞典）（日本国語大辞典）（日本国語大辞典）

∗ 目録の歷史を振り返る

オンライン目録以前①

①

②

③

④

オンライン目録以前②

⑤

⑥

⑦

オンライン目録以前③

ⒶⒶⒶⒶ

ⒸⒸⒸⒸ

ⒷⒷⒷⒷ

ⒹⒹⒹⒹ

請求記号決定

システム
（注２）

資料

配置図
（注３）

整理業務におけるハードル①

１）言語

日本語

中国語

韓国語

英語、仏語、独語、伊語、西語、希語、羅語

２）文字

漢字･･･繁体字、簡体字、異体字

かな･･･ひらがな、カタカナ、変体仮名

くずし字

アルファベット･･･ドイツ語、フランス語、イタリア語、

スペイン語、ギリシア語（古代・現代）

その他･･･キリル文字、ハングル、シンハリ文字

異体字①

漢字の字体のうち標準字体以外のもの。異体文字、別体字、変体字ともいう。広義の

用法では、漢字とともに通常の字体と異なる仮名（変体仮名）をも異体字とよぶことが

あるが、通常は漢字のみをさす。（日本大百科全書 抜粋）

変変変変

画画画画

蛮蛮蛮蛮

塩塩塩塩

弁弁弁弁

数数数数

帰帰帰帰

欠欠欠欠

庁庁庁庁

与与与与

抜抜抜抜

恋恋恋恋

→→→→ 瓦瓦瓦瓦

→→→→ 熱熱熱熱

→→→→ 難難難難

→→→→ 遂遂遂遂

→→→→ 消消消消

→→→→ 咲咲咲咲

→→→→ 荒荒荒荒

→→→→ 誤誤誤誤

→→→→ 兼兼兼兼

→→→→ 灰灰灰灰

變變變變 ＝＝＝＝

畫、畵、劃畫、畵、劃畫、畵、劃畫、畵、劃 ＝＝＝＝

蠻蠻蠻蠻 ＝＝＝＝

鹽鹽鹽鹽 ＝＝＝＝

辮辮辮辮、、、、瓣瓣瓣瓣、、、、辨辨辨辨、、、、辯辯辯辯 ＝＝＝＝

數數數數 ＝＝＝＝

歸歸歸歸 ＝＝＝＝

缺、缼缺、缼缺、缼缺、缼 ＝＝＝＝

廳廳廳廳 ＝＝＝＝

與與與與 ＝＝＝＝

拔、拔、拔、拔、㧞㧞㧞㧞 ＝＝＝＝

戀戀戀戀 ＝＝＝＝

－２－
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異体字②

淚淚淚淚

雙雙雙雙

節節節節

既既既既

靑靑靑靑

淸淸淸淸

精精精精

＝＝＝＝ 涙涙涙涙

→→→→ 涙涙涙涙

＝＝＝＝ 双双双双

→→→→ 双双双双

＝＝＝＝ 節節節節

→→→→ 節節節節

＝＝＝＝ 既既既既

→→→→ 既既既既

＝＝＝＝ 青青青青

＝＝＝＝ 清清清清

＝＝＝＝ 精精精精

→→→→ 晴晴晴晴

→→→→ 請請請請

→→→→ 情情情情

変体仮名・合字

＜変体仮名＞

現在、普通にひろく使用されるものと異なった

字体のひらがな。特に明治三三年（一九〇

〇）小学校令施行規則で採用されたひらが

なと比べて、字源またはくずし方を異にする

かな。（日本国語大辞典）

→ お

→ ゐ ＝ い

→ こ

→ な

→ え

→ に

→ そ

→ じ

→ お

ヿ

＜合字＞

普通は二字の漢字や仮名などで表記する

語を一字で表わす文字。（日本国語大辞典

抜粋）

＜合略文字＞

江戸時代以前は多く使用されていたが、明

治33年に仮名は1音につき1文字とするとい

う明治政府の政令により使用されなくなった。

仮名合字やつづきかなとも呼ばれる。（ウィ

キペディア 抜粋）

→ こと

くり返し文字

漢
字

→
々

仝

ま
ま

→
ま
ゝ

マ
マ

→
マ
ヽ

た
だ

→
た
ゞ

タ
ダ

→
タ
ヾ

そ
ろ
そ
ろ

→
そ
ろ
〱

く
れ
ぐ

れ
→

く
れ
〲

＜々＞

同じ漢字が続いて繰り返されるとき、第二字に

代えて用いる記号で、読みは第一字に従う。

漢字の「繰り返し記号」で、重字、畳字ともいい、

かたかなの「ヽ」、ひらがなの「ゝ」とともに

「おどり字」の一種。

＜仝＞

前に出てきた字句を繰り返して書く代わりに用

いる語。

（日本大百科全書 抜粋）

＜くの字点＞

平仮名の「く」の字を延ばしたように書く。縦書

きの文章のみに用いる。横書き時に同様の表

記を行う場合には、二倍ダッシュやその上に濁

点を付けた約物が使用されることが多いが、

「へ」の字を横に伸ばした字形や、くの字点を

左90度回転させた形で使用することもある。

（ウィキペディア 抜粋）

整理業務におけるハードル②

５）分類

ＮＤＣ、ＤＤＣ等使用する分類表の問題

使用する版及採用桁数の問題

新版が出た場合、採用するか否か、再整理するか否かの問題

４）データ入力フォーマット

ジャパンマーク

ＵＳマーク

ＮＩＩ

３）目録規則

日本目録規則（NCR)
英米目録規則（AACR)
国立情報学研究所目録規則

ＲＤＡ

（注4）

おわりに

・目録はむつかしいものではない。できるだけ多くのデータ

を扱えば自然に身につきます

・目録規則は、取扱説明書と同じで必要になったとき初

めて開けばいい

∗ご清聴ありがとうございました

－３－



館灯　55号（2016）

68

注注注注 1 
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注注注注 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注注注注 4 

 
 


